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■令和元年の春        

今年も区民グラウンドの芝桜は綺麗でした。この季節になると嬉しく、誇らしくなるのは私だけ

でしょうか。区民の皆さんも同じと思います。 

そして今年の春は５月から「平成」から「令和」に変わり新たな時代を迎えました。ある本を読

んでいると『明治生まれの経験。大正生まれの知恵。昭和生まれの努力。平成生まれの発想。これ

ら全世代の力を合わせて希望に満ち溢れる「令和時代」を作ろう。』とありました。三重区も全世

代の力を合わせて住みよい三重を作っていきたいものです。 

本年度も引き続き、残された災害復旧事業の完全実施を始め、区民の皆さんから出されています

各種要望事項の実施に向け頑張って参りたいと考えています。 

また、昨年はお休みしていました区民運動会を「令和元年の運動会」として、秋には三重区・公

民館と共催で実施することとしています。どうか区民の皆さんのご参加・ご協力をよろしくお願い

します。                      三重区長  糸 井  錦 

<当面の行事予定> 

６月  9 日(日)～10 日 大宮町区長協議会研修視察（住民自治組織・岡山方面） 

６月  9 日(日) 農事組合獣害防止メッシュ柵点検、新設作業 8:00～ 

 6 月  9 日(日) 村づくり委員会花「花の苗」各戸配布、沿道プランター設置 13:30～  

 6 月 11 日(日) 老人会宮掃除 8:30～  

6 月 12 日(水) ふれあいサロン 10:00～ 

  6 月 16 日(日) 大宮町体育大会 8:30～ 

   6 月 18 日(火) 老人会早苗登旅行(兵庫県香美町・余部鉄橋) 

   6 月２３日(日) 大宮南小学校 PTA 資源回収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４
月
９
日(

火)

リ
フ
レ
か
や
の
里
・
伊
根
町
舟
屋
見

学
し
ま
し
た
。
水
戸
谷
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
も
丁
度
満

開
、
お
天
気
も
最
高
。
昼
食
は
、
リ
フ
レ
か
や
の
里
の

バ
イ
キ
ン
グ
方
式
で
、
皆
さ
ん
お
好
み
を
選
り
す
ぐ
っ

て
お
腹
満
杯
。 

リ
フ
レ
か
や
の
バ
ス
で
伊
根
町
へ
。
舟
屋
の
民
家
が

見
せ
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
観
光
用
に

江
戸
時
代
の
一
軒
だ
け
を
指
定
、
「
民
家
」
と
は
ち
ょ

っ
と
イ
メ
ー
ジ
違
い
。 

各
家
の
土
蔵
の
妻
部
、
梁
隔
し
位
置
の
鏝こ

て

絵え

。
皆
さ

ん
行
か
れ
た
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

寄
稿 

糸
井
徳
彰
さ
ん 

 

寿楽会春季講習会 



５
月

29
日(

水)

京

丹
後
市
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
の
一
環
と
し
て

三
重
区
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
に

10
数
名
が
集
ま

り
ラ
ジ
オ
体
操
を
し

て
か
ら
高
速
道
路
山

側
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
て
き
ま
し
た
。
青
空

の
も
と
心
地
よ
い
風

に
吹
か
れ
な
が
ら
歩

き
ま
し
た
。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

初めてのクラス分けは楽しみでも

あり、ドキドキしている様子でした。

中学校では勉強はもちろん、部活動

や合唱祭、体育祭など楽しみながら

一生懸命頑張ってほしいです。 

 

４
月
９
日(

火)

午
前
中
は
大
宮
南

小
学
校
で
、
午
後
か
ら
は
大
宮
中
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
校

へ
は
糸
井
悠
真
く
ん
が
、
中
学
校
へ
は

新
垣
沙
羅
さ
ん 
河
島
結
奈
さ
ん 

谷

川
大
和
く
ん
が
入
学
し
ま
し
た
。 

 

 

4 月 20 日㈯午後 12 時より大川神社例祭が行われました。1

組の女性の皆さんが代々受け継いでおられますが、例祭の準

備は男性も一緒に行っておられます。以前は他の組の方々も

携わっておりお講さんの形式でした。 

大川神社は安産の神様であり、赤ちゃんが無事誕生した後

のお礼参りには、男の子は白い布に女の子は赤い布に名前と

生年月日を書いて吊るすそうです。 

悠
真
く
ん
は
毎
日
元
気
よ
く
楽
し
そ
う

に
通
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
友
達
や
上
級

生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
、
先
生
方
と
一

緒
に
楽
し
い
小
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。 

今年成人式を迎え

られた 7 名の写真で

す。小さい頃と同じ

く素敵な笑顔です！ 

 

冬
季
を
除
い
て
毎
月
第
３
土
曜
日
に
行

わ
れ
て
い
る
ま
ん
ぐ
る
わ
の
軽
ト
ラ
朝
市

は
今
年
の
７
月
で
３
年
目
を
迎
え
る
そ
う

で
す
。
５
月
１８
日
も
強
風
の
中
、
テ
ン
ト
に

は
元
気
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。
有
機
肥

料
、
低
農
薬
で
栽
培
さ
れ
た
安
全
な
野
菜
は

新
鮮
で
お
い
し
い
と
評
判
で
、
待
ち
望
ん
で

買
い
に
来
ら
れ
る
方
や
高
速
か
ら
降
り
た

通
り
が
か
り
の
人
な
ど
で
賑
わ
い
、
無
く
な

り
次
第
終
了
と
の
こ
と
で
す
。 
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１
，
２
組
の
女
性
を
中
心
に
、
た
く
さ
ん
の

方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
上
三
重
三
差
路
横
の
花

畑
が
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
す
ぐ

そ
ば
で
は
、
塗
り
な
お
し
て
も
ら
っ
た
黒
い
ド

ラ
え
も
ん
が
、
子
供
た
ち
の
安
全
を
見
守
っ
て

い
ま
し
た
。 

 

春になり健康のためにウォーキングをされている方を

たくさん見かけます。朝の冷たい空気の中、また日が西に

傾きかける少し前、景色を見ながら歩くのはとても気持ち

が良いものです。健康のためや気分転換のため等歩かれる

理由はそれぞれだと思いますが、爽快な気持ちになりま

す。 

4 月 13 日（土）今回は長く歩かれている新井三郎さんに、

高速横の鯉のぼりの前を歩きながら話を聞きました。 

「歩き始めてもう 20 年は経ちます。朝は毎日 6 時半ころ

歩き始め、高速の入り口あたりまで歩きます。夕方は日に

よって歩かない日もあります。」以前は大内峠を中心に歩

いておられ、雨の日も傘をさして歩いておられる姿を見か

けました。軽い足取りの新井さんから元気をもらいまし

た。 

 

前
田
キ
ミ
エ
さ
ん
宅
の
庭
先

に
ほ
の
か
な
ピ
ン
ク
色
の
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。 

30
年
前
に
買
っ
て
き
た
背

丈
の
小
さ
な
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
、

大
き
く
な
っ
て
こ
ん
な
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
接
ぎ
木
の
た
め

同
じ
幹
か
ら
別
の
種
類
の
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
も
咲
く
と
の
こ
と
で
、

次
に
咲
く
予
定
の
大
き
な
花
芽

が
付
い
て
い
ま
し
た
。 

5 月 10 日(金)午後 8 時より三重婦人会主催のゴ

キブリ団子作りが行われました。婦人会の方がホウ

酸、おろし玉ねぎ、牛乳などを混ぜ合わせてひとま

とめに準備されたものを、団子状にしていくという

作業でした。色々な話をしながら、手も動かして 1

時間ほどで出来上がりました。これを乾かし、袋詰

めして各家庭に配っておられます。 

毎年届いたものを当然のように使わせてもらっ

ていましたが、婦人会のみなさんに毎年行ってもら

っているおかげだなと改めて有難く感じました。 

 

 

 

ゴ
キ
ブ
リ
ダ
ン
ゴ
作
り

体
験
し
ま
し
た
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５
月
４
日
み
ど
り
の
日
、
爽
や
か
な
五
月
晴
れ
。 

妻
と
二
人
で
弥
栄
町
の
最
高
峰
、
金
剛
童
子
山
に

登
り
ま
し
た
。 

味
土
野
登
山
口
か
ら
比
較
的
急
な
登
り
を
歩
い

て
20
分
ほ
ど
で
水
芭
蕉
が
見
ら
れ
る
湿
地
帯
に

到
着
。
地
域
の
人
た
ち
が
植
え
付
け
ら
れ
た
と
か

で
、
清
楚
な
花
に
感
激
す
る
。
約
１
時
間
で
山
頂

に
到
着
。
古
く
は
修
験
者
の
山
で
、
山
頂
に
は
避

難
小
屋
が
あ
り
中
に
は
小
さ
な
石
仏
が
祀
ら
れ

て
れ
て
い
た
。 

下
山
コ
ー
ス
の
展
望
台
か
ら
は
、
山
も
海
も
春

の
息
吹
が
い
っ
ぱ
い
の
素
晴
ら
し
い
眺
め
。
ち
ょ

う
ど
田
植
え
の
始
ま
る
時
期
で
田
ん
ぼ
が
光
っ

て
見
え
る
。
展
望
台
で
昼
食
を
食
べ
、
木
の
ブ
ラ

ン
コ
に
乗
り
、
緩
や
か
な
下
山
道
を
40
分
ほ
ど
歩

い
て
味
土
野
ま
で
ゆ
っ
く
り
下
る
。 

の
ど
か
な
春
の
山
で
し
た
。 

寄
稿 

糸
井
一
夫
さ
ん 

 

山頂付近 

水芭蕉の花 

館長 糸井一夫 主事 谷川亜紀 主事補は

前館長の西垣和生と昨年に続いての安井俊孝

です。力を合わせて頑張ります。 

 

５月の終わり頃、小谷千弘さん宅の庭を訪ねました。坂を上

っていくと三重にこんな場所があったなんて！と思える風景

が広がっており、オリーブやレモン、リンゴなどの木々、ジギ

タリスやラムズイヤーなどの花々、花の中でもピエール・ド・

ロンサールやマリーアントワネットなどたくさんのバラが美

しく咲き誇っていました。 

バラの花はそれぞれ美しい色でとても良い香りが漂ってい

ました。今年は風が強い日が多かったり、コガネムシが大量に

発生して苦労されているようでした。バラは以前はイングリッ

シュローズが主流でしたが、最近は色が豊富で香りが良く虫な

どに強いフレンチローズが主流になっているそうです。 

バラの魅力は、鮮やかな色と香り、育てることが難しいこと

だそうです。難しいからこそ綺麗な花が咲くよう頑張って育て

ておられるとのことでした。「週末はたいてい家にいるのでバ

ラなど花が好きな方はぜひ見に来てください」と話されていま

した。 


